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改正後 改正前 
秋田県女性技術者活躍モデル工事実施要綱 

 （趣旨） 

第１条 この要綱は、秋田県が発注する女性技術者活躍モデル工事に関し、必要な事

項を定めるものとする。 

 

 （定義） 

第２条 女性技術者活躍モデル工事（以下「モデル工事」という。）は、県が発注す

る建設工事のうち、次に掲げるいずれかの方式により、実施するものとする。 

（１） 発注者指定型 

 発注者指定型とは、               女性技術者活

躍モデル工事の実施を設計図書において義務づける方式であり、秋田

県建設工事入札制度実施要綱（昭和６２年４月２２日付け監－１３

４）に定める入札審査会等の審議を経て発注者が指定する建設工事と

する。 

（２） 受注者希望型 

 受注者希望型とは、女性技術者活躍モデル工事の実施を受注者が選

択できる方式であり、受注者から発注者に対して女性技術者登用の実

施について協議があった工事のうち、発注者が認めて指示した建設工

事とする。 

 

 （実施内容） 

第３条 契約担当者は、モデル工事の実施要件として、次に掲げる事項を求めるもの

秋田県女性技術者活躍モデル工事実施要綱 

 （趣旨） 

第１条 この要綱は、秋田県が発注する女性技術者活躍モデル工事に関し、必要な事

項を定めるものとする。 

 

 （定義） 

第２条 女性技術者活躍モデル工事（以下「モデル工事」という。）は、県が発注す

る建設工事のうち、次に掲げるいずれかの方式により、実施するものとする。 

（１） 発注者指定型 

 発注者指定型とは、秋田県総合評価落札方式試行要綱（平成２１年

７月１日付け建管―９１１）第１５条の規定に基づき、総合評価落札

方式を適用する条件付き一般競争入札のうち、入札参加資格として女

性技術者の配置を求める条件付き一般競争入札で発注する建設工事と

する。 

（２） 受注者希望型 

 受注者希望型とは、女性技術者活躍モデル工事の実施を受注者が選

択できる方式であり、受注者から発注者に対して女性技術者登用の実

施について協議があった工事のうち、発注者が認めて指示した建設工

事とする。 

 

 （実施内容） 

第３条 契約担当者は、モデル工事の実施要件として、次に掲げる事項を求めるもの
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とする。 

（１） 次のいずれかの者が女性であ                    

                    り、契約工期の二分の一を超

える期間に従事すること。 

① 監理技術者 

② 監理技術者補佐 

③ 主任技術者 

④ 現場代理人 

⑤ 担当技術者 

担当技術者とは、当該モデル工事において、①から③に掲げる者の作業の 

補佐として配置される者をいう 

（２） 担当技術者を配置する場合にあっては、直接的な雇用関係にあり、かつ

入札参加資格申請期限の日以前に３ヶ月以上の恒常的な雇用関係があるこ

と。 

（削除）                                

                 

                          

（３） 受注者は、快適トイレ（女性専用トイレ）を設置しなければならない。

なお、快適トイレに関する仕様は快適トイレ実施要領に定めるとおりとす

る。 

（４） 受注者は、女性専用の更衣室その他女性が現場で働くための環境改善に

資する施設等の設置に努めなければならない。 

（５） 受注者は、工事着手前に女性の従事内容及び現場で働くために必要な施

とする。 

（１） 次のいずれかの者が女性であること又は担当技術者（当該モデル工事に

おいて①から③に掲げる者の作業を補佐する者（女性に限る。）をいう。以

下同じ。）を配置すること。 

① 監理技術者 

② 監理技術者補佐 

③ 主任技術者 

④ 現場代理人 

（追加）    

                                     

                 

（２） 担当技術者を配置する場合にあっては、               

                      次に定める要件を満たすこ 

と。 

① 直接的な雇用関係にあり、かつ入札参加資格申請期限の日以前に３ヶ月以

上の恒常的な雇用関係がある。 

② 契約工期の二分の一を超える期間に従事すること。 

（３） 受注者は、快適トイレ（女性専用トイレ）を設置しなければならない。  

   なお、快適トイレに関する仕様は快適トイレ実施要領に定めるとおりとす

る。 

（４） 受注者は、女性専用の更衣室その他女性が現場で働くための環境改善に

資する施設等の設置に努めなければならない。 

（５） 受注者は、工事着手前に女性の従事内容及び現場で働くために必要な施
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設等について、監督員と協議し、その内容を施工計画書に記載のうえ提出

しなければならない。 

（６） 受注者は、工事完成時に別紙１を、契約担当者に提出しなければならな

い。また、担当技術者を配置した場合にあっては、別紙１に加え、工事着

手時（受注者希望型の場合、監督員と協議し、モデル工事として指示され

た後、速やかに）に別紙２を（削除）        契約担当者に提出

しなければならない。 

（７） 受注者は、別紙３を参考に工事名標示板にモデル工事である旨を明示し

なければならない。 

（８） 快適トイレの設置に要する費用は、営繕費として当初設計（受注者希望

型の場合は、変更設計。）に計上する。 

（９） 施設等に要する費用は、第５号における監督員との協議により、設計変

更の対象とする。 

 

 （    入札公告等） 

第４条 契約担当者は、発注者指定型を発注する場合にあっては、別紙  ４に基づ

き     発注概要書を記載するものとする。 

２ 契約担当者は、特記仕様書及び現場説明書に別紙５の事項を記載するものとす

る。 

 

（工事成績評定） 

第５条 契約担当者は、                  受注者が第３条の実

施要件を達成した場合、           当該受注者に係る工事成績評定

設等について、監督員と協議し、その内容を施工計画書に記載のうえ提出

しなければならない。 

（６） 受注者は、工事完成時に別紙１を、契約担当者に提出しなければならな

い。また、担当技術者を配置した場合にあっては、別紙１に加え、工事着

手時（受注者希望型の場合、監督員と協議し、モデル工事として指示され

た後、速やかに）に別紙２を、工事完成時に別紙３を、契約担当者に提出

しなければならない。 

（７） 受注者は、別紙４を参考に工事名標示板にモデル工事である旨を明示し

なければならない。 

（８） 快適トイレの設置に要する費用は、営繕費として当初設計（受注者希望

型の場合は、変更設計。）に計上する。 

（９） 施設等に要する費用は、第５号における監督員との協議により、設計変

更の対象とする。 

 

 （公告文等の記載事項） 

第４条 契約担当者は、発注者指定型を発注する場合にあっては、別紙５、６に基づ

き公告文及び発注概要書を記載するものとする。 

２ 契約担当者は、特記仕様書及び現場説明書に別紙７の事項を記載するものとす

る。 

 

（工事成績評定） 

第５条 契約担当者は、女性が当該モデル工事に係る契約工期の二分の一を超える期

間に従事している場合、次の各号に定める点数を当該受注者に係る工事成績評定
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（主任監督員の評価において、考査項目「５．創意工夫」細別「Ⅰ．創意工夫」工

夫事項「■その他」）に加点するものとする。                 

 なお、点数については別紙６に定めるものとする。 

（削除）                            

                                

                                

２ 発注者指定型において、病気や事故等のやむを得ない場合を除き、第３条の実施

要件を満たさなかった場合は、当該受注者に係る工事成績評定（総括監督員の評価

において、考査項目「７．法令遵守等」の「８．その他」）において５点減点とす

る。 

 

（実施証明書） 

第６条 発注者は、秋田県女性技術者活躍モデル工事を実施し、その完成検査に合格

した受注者に対して、秋田県モデル工事実施証明書発行要領に定める実施証明書を

発行するものとする。 

 

附 則 

この要綱は、平成２９年５月３０日から施行する。 

附 則（平成３０年１０月２５日技管－５２６） 

この要綱は、平成３０年１１月１日から施行する。 

附 則（令和元年６月７日技管－１７０） 

この要綱は、令和元年７月１日から施行する。 

附 則（令和元年９月１８日技管－３９１） 

（主任監督員の評価において、考査項目「５．創意工夫」細別「Ⅰ．創意工夫」工

夫事項「■その他」）に加点するものとする。ただし、同一又は複数の女性を複数

の役割に配置した場合は、上位の点数のみ加点する。 

（１） 監理技術者、監理技術者補佐又は主任技術者への配置 ３点 

（２） 現場代理人への配置                ２点 

（３） 担当技術者への配置                １点 

（追加）                                  

                                     

                                     

   

 

 （実施証明書） 

第６条 発注者は、秋田県女性技術者活躍モデル工事を実施し、その完成検査に合格

した受注者に対して、秋田県モデル工事実施証明書発行要領に定める実施証明書を

発行するものとする。 

 

附 則 

この要綱は、平成２９年５月３０日から施行する。 

附 則（平成３０年１０月２５日技管－５２６） 

この要綱は、平成３０年１１月１日から施行する。 

附 則（令和元年６月７日技管－１７０） 

この要綱は、令和元年７月１日から施行する。 

附 則（令和元年９月１８日技管－３９１） 
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この要綱は、令和元年１０月１日から施行する。 

附 則（令和２年３月１３日技管－７４５） 

この要綱は、令和２年４月１日から施行する。 

附 則（令和３年９月９日技管－３３９） 

この要綱は、令和３年１０月１日から施行する。 

附 則（令和４年３月１日技管－６９３） 

この要綱は、令和４年４月１日から施行する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この要綱は、令和元年１０月１日から施行する。 

附 則（令和２年３月１３日技管－７４５） 

この要綱は、令和２年４月１日から施行する。 

附 則（令和３年９月９日技管－３３９） 

この要綱は、令和３年１０月１日から施行する。 

    （追加）               
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（改正前）別紙３ 担当技術者従事期間確認表 削除 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（記載例） 別紙３

企業名　▲▲▲▲

現場代理人　▲▲▲▲

令和○○年○○月○○日　～　令和○○年○○月○○日

日

月

1 0

2 0

3 0

4 0

5 0

6 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 26

7 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 31

8 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 27

9 0

10 0

11 0

12 0

84

担当技術者従事期間確認表

工 期 ：

工 事 名 ：

計

合　計　

担 当 技 術 者 名 ：

23 24 25 26 27179 10 11 15641 2 3 5 18 19 20 297 8 12 13 1614 3022 312821
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（改正前）別紙５ 総合評価用公告文 削除 
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（改正前）別紙６ 総合評価用工事別発注概要書Ａ、Ｂ 削除 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

工事別発注概要書

Ａ．入札参加資格等

工事番号

令和○年度 ○○○○工事

○○○○工区

工事場所

予定工期

　円（消費税及び地方消費税を含む。）

工事

級

工事業

　特定建設業許可

　主たる営業所が ○○管内（○○市、○○郡）

○○管内（○○市、○○郡）

工事 点以上

　有（監理技術者講習修了証を含む。）

工事業

監理技術者の当該工事での役割 　専任の監理技術者

有無

工種名

同種工事
の工事経
歴（※）

監理技術者の経歴の
内容 ○○工事に監理技術者、主任技術者又は秋田県総合評価落札方式

専任補助者として従事した経歴

総合評定値（建設業法施行規則（昭和２４年建設省令
第１４号）第２１条の３の規定により算出された直近値）
（※）

　 　　　　　　

配
置
予
定
技
術
者
の
資
格

（
監
理
技
術
者
を
選
択
の

場
合

）

施工管理技士等 いずれかの
資格を有す

る者技術士
技術部門

総合技術監理部門

監理技術
者資格証

同種工事の施工
実績（※）

有効期間 　公告の日から過去○○年以内 ・ 有効期間を設けない

工事の内容 　○○工事を元請として完成させた実績

共同企業体出資比率 　○○％以上

建設業法
第３条規定

許可業種 　○○

許可区分

営業所の所在地

合併特例に基づく営業所の所在地

総合評価落札方式適用の有無 　有

入札参加形態 　単体

入
札
参
加
資
格
要
件

令和○年度秋田県建設業者等
級格付名簿

格付工種 　○○○○

等級 　○

公告文例１…女性技術者活躍モデル工事
　　　　　　　　請負対応額８，０００万円以上の場合、又は下請総額が４，０００万円（建築一式工事の場合：６，０００万円）以上と
　　　　　　　　見込まれる工事の場合・総合評価（若手技術者・専任補助者の配置）

工事名

工事概要

予定価格

低入札価格調査制度適用の有無 　有

別紙６ 
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なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

工事別発注概要書

Ａ．入札参加資格等

工事番号

工事場所

予定工期

予定価格 　円（消費税及び地方消費税を含む。）

別紙４

（記載例）　… 女性技術者活躍モデル工事【発注者指定型】
モデル工事の場合、使用する公告文例の「Ａ．入札参加資格等」及び「Ｂ．入札関係書類提出方法等」の
「その他の事項」に下記内容を記載する。

工事名

工事概要

入
札
参
加
資
格
要
件

そ
の
他
の
事
項

○配置予定技術者の要件について

　本工事は建設業への女性の入職促進や就労継続に向けた環境整備を推進していくため、女性技術者の配
置を入札参加資格とするモデル工事であり、監理技術者、監理技術者補佐、主任技術者、現場代理人又は
担当技術者のいずれかの者が女性であることとし、契約工期の二分の一を超える期間に従事すること。
　担当技術者を配置する場合にあっては、直接的な雇用関係にあり、かつ入札参加資格申請期限の日以前
に３ヶ月以上の恒常的な雇用関係があること。
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なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

工事別発注概要書　　　　
Ｂ．入札関係書類提出方法等

別紙４

設計図書等に対する質問期限

設計図書等に対する回答期限

入札書の提出期間（サーバー停止
時間は除く）

紙入札者の入札書の提出先

（工事番号：　　　　　　　　　　　）

設計図書等の閲覧期間

入
札
参
加
資
格
確
認
申
請
書
の
提
出
等

開札予定時刻

そ
の
他
の
事
項

問
い
合
わ
せ
先

入札に関する事項

機関

所在

電話

設計図書等に関す
る事項

機関

所在

電話

　担当技術者を配置する場合、様式第３号の１　配置予定技術者の氏名、資格、工事経歴等の氏名の欄に
担当技術者の氏名を記入し、氏名の下に担当技術者である旨を記載し、３ヶ月以上の雇用関係があることが
確認できる健康保険被保険者証等の写しを添付すること。

落札決定通知日（予定）
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別紙５

第1編　共通編
　第１章　総則

12 （発注者指定型、受注者希望型：共通事項）

（受注者希望型の場合）

第２編　現場説明事項
　第1章　条件明示

10 その他

(5) その他条件 （発注者指定型）

・
・

・

（受注者希望型）

・
・

・

快適トイレの設置に要する費用は、快適トイレ実施要領に基づき計上します。

女性が現場で働くための環境改善に資する施設等に要した費用については、それを証明でき
る書類の写し（実際の取引伝票等）を監督員に提出するものとし、その費用については設計
変更の対象とします。

発注者
指定型

　
受注者
希望型

快適トイレの設置に要する費用は、営繕費に51,000円／基・月を計上していますが、快適ト
イレ実施要領に基づき、設計変更の対象とします。

女性が現場で働くための環境改善に資する施設等に要した費用については、それを証明でき
る書類の写し（実際の取引伝票等）を監督員に提出するものとし、その費用については設計
変更の対象とします。

(女性技術者活躍モデル工事) その他の条件は次のとおりです。

女性技術者活躍モデル工事を実施する場合の条件は次のとおりです。

特　記　仕　様　書

女性技術者活躍モデル工事の
対象

●
発注者
指定型 ・モデル工事の実施については、「秋田県女性技術者活躍モデル工事実施要綱」に基づいて実施す

るものとする。受注者
希望型

・本工事は、秋田県女性技術者活躍モデル工事（受注者希望型）であるため、女性技術者登用を希
望する場合、発注者と協議を行い、実施について発注者が認めて指示した場合は、本工事をモデル
工事として扱うものとする。

現場説明書（条件明示）

　工事の実施にあたっては、秋田県土木工事共通仕様書、同施工管理基準・品質管理基準及びその他指定された図書を参考とし、かつ
以下の事項について施工条件とします。なお、明示されない施工条件、明示事項が不明確な施工条件についても、契約事項の関連する
条項に基づき、受発注者間において協議できるものとします。

●

・モデル工事の実施については、「秋田県女性技術者活躍モデル工事実施要綱」に基づいて実施す
るものとする。

項　　目（節） 条件 内　　　容

別紙７

第1編　共通編
　第１章　総則

12 （発注者指定型、受注者希望型：共通事項）

（受注者希望型の場合）

第２編　現場説明事項
　第1章　条件明示

10 その他

(5) その他条件 （発注者指定型）

・
・

・

（受注者希望型）

・
・

・

特　記　仕　様　書

項　　目（節） 条件 内　　　容

女性技術者活躍モデル工事の
対象

●
発注者
指定型 ・モデル工事の実施については、「秋田県女性技術者活躍モデル工事実施要綱」に基づいて実施す

るものとする。受注者
希望型

・本工事は、秋田県女性技術者活躍モデル工事（受注者希望型）であるため、女性技術者登用を希
望する場合、発注者と協議を行い、実施について発注者が認めて指示した場合は、本工事をモデル
工事として扱うものとする。

・モデル工事の実施については、「秋田県女性技術者活躍モデル工事実施要綱」に基づいて実施す
るものとする。

現場説明書（条件明示）

　工事の実施にあたっては、秋田県土木工事共通仕様書、同施工管理基準・品質管理基準及びその他指定された図書を参考とし、かつ
以下の事項について施工条件とします。なお、明示されない施工条件、明示事項が不明確な施工条件についても、契約事項の関連する
条項に基づき、受発注者間において協議できるものとします。

●
発注者
指定型(女性技術者活躍モデル工事) その他の条件は次のとおりです。

　
受注者
希望型

快適トイレの設置に要する費用は、営繕費に51,000円／基・月を計上していますが、快適ト
イレ実施要領に基づき、設計変更の対象とします。

女性が現場で働くための環境改善に資する施設等に要した費用については、それを証明でき
る書類の写し（実際の取引伝票等）を監督員に提出するものとし、その費用については設計
変更の対象とします。

女性技術者活躍モデル工事を実施する場合の条件は次のとおりです。

快適トイレの設置に要する費用は、快適トイレ実施要領に基づき計上します。

女性が現場で働くための環境改善に資する施設等に要した費用については、それを証明でき
る書類の写し（実際の取引伝票等）を監督員に提出するものとし、その費用については設計
変更の対象とします。
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女性技術者活躍モデル工事 工事成績評定加点区分表

一
般
土
木

農
業
土
木

林
業
土
木

水
産
土
木

一
般
塗
装

鋼
橋
塗
装

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○

○

○

○

○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

建設、総合技術監理部門(建設) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

建設｢鋼構造及びコンクリート｣、総合技術監理部門(建設｢鋼構造及びコンクリート｣) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

農業｢農業土木、農業農村工学｣、総合技術監理部門(農業｢農業土木、農業農村工学｣) ○ ○

電気電子、総合技術監理部門(電気電子) ○ ○

機械、総合技術監理部門(機械) ○

機械｢熱工学、熱・動力エネルギー機器｣又は｢流体工学、流体機器｣、総合技術監理部門(機械｢熱工学、熱・動力エネルギー機器｣又は｢流体工学、流体機器｣) ○ ○

上下水道、総合技術監理部門(上下水道) ○ ○

上下水道｢上水道及び工業用水道｣、総合技術監理部門(上下水道｢上水道及び工業用水道｣) ○ ○ ○

水産｢水産土木｣、総合技術監理部門(水産｢水産土木｣) ○ ○

森林｢林業、林業・林産｣、総合技術監理部門(森林｢林業、林業・林産｣) ○

森林｢森林土木｣、総合技術監理部門(森林｢森林土木｣) ○ ○ ○

衛生工学、総合技術監理部門(衛生工学) ○

衛生工学｢水質管理｣、総合技術監理部門(衛生工学｢水質管理｣) ○ ○

衛生工学｢廃棄物管理、廃棄物・資源循環｣、総合技術監理部門(衛生工学｢廃棄物管理、廃棄物・資源循環｣) ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○

○

○

○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○

○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○

○

○

○

○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○

○

○

○

○

○

○

○ ○

○ ○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○ ○

○ ○

○

○

○ ○

○ ○

○

○

○ ○

○

○

○

○

○ ○

○

○ ○

○ ○

○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○

○

○

○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○

○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○

○

○

○

建設 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

建設｢鋼構造及びコンクリート｣ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

農業｢農業土木、農業農村工学｣ ○ ○

電気電子 ○ ○

機械 ○

機械｢熱工学、熱・動力エネルギー機器｣又は｢流体工学、流体機器｣ ○ ○

上下水道 ○ ○

上下水道｢上水道及び工業用水道｣ ○ ○ ○

水産｢水産土木｣ ○ ○

森林｢林業、林業・林産｣ ○

森林｢森林土木｣ ○ ○ ○

衛生工学 ○

衛生工学｢水質管理｣ ○ ○

衛生工学｢廃棄物管理、廃棄物・資源循環｣ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

・女性の有する資格等が上記表の「○」に該当する場合、工事成績評定への加点を行う。なお、該当する資格等が複数ある場合は上位の点数のみ加点する。

・受注者は女性の資格等を確認可能な書類を発注者へ提出しなければならない。なお、女性が資格等を有さない場合は提出を不要とする。

・担当技術者の女性が工事成績評定で「担当技術者(加点該当資格無し)」による加点を予定している場合、現場作業する女性を工事関係書類の写真で確認できるようにすること。これが確認できない場合、工事成績評定への加点を行わないものとする。

・「担当技術者(加点該当資格無し)」及び「現場代理人(加点該当資格無し)」による工事成績評定への加点は、令和４、５年度に入札公告を行う工事でのみ行うものとし、それ以降の年度では行わないものとする。

・配置女性が別の女性へ変更となる場合、女性の従事期間は変更前後の日数を通算して考えるものとする。なお、実施証明書の記載名は従事期間が最も長い者とする。

区分１

資格等区分

区分２

２級電気通信工事施工管理技士

２級造園施工管理技士

２級建築士

建設業法第７条第２号イ該当（指定学科卒業後３年又は５年の実務経験）

建設業法第７条第２号ロ該当（１０年の実務経験）

１級建設機械施工管理技士補（２級建設機械施工管理技士の資格を有する者）

区分３

ウェルポイント施工(２級)　３年の実務経験

冷凍空気調和機器施工・空気調和設備配管(２級)　３年の実務経験

給排水衛生設備配管(２級)　３年の実務経験

配管・配管工(２級)　３年の実務経験

建築板金「ダクト板金作業」(２級)　３年の実務経験

鉄工・製罐 (２級)　３年の実務経験

さく井(２級)　３年の実務経験

基礎ぐい工事

建築設備士　１年の実務経験

造園 (２級)　３年の実務経験

コンクリート圧送施工(１級)

ウェルポイント施工(１級)

２級土木施工管理技士（土木）

３点

１級土木施工管理技士補（２級土木施工管理技士（土木）、（鋼構造物塗装）、（薬液注入）いずれかの資格を有する者）

１級建築施工管理技士補（２級建築施工管理技士（建築）、（躯体）、（仕上げ）いずれかの資格を有する者）

１級電気工事施工管理技士補（２級電気工事施工管理技士の資格を有する者）

１級管工事施工管理技士補（２級管工事施工管理技士の資格を有する者）

１級電気通信工事施工管理技士補（２級電気通信工事施工管理技士の資格を有する者）

１級造園施工管理技士補（２級造園施工管理技士の資格を有する者）

２級建設機械施工管理技士

２点

第１種電気工事士

型枠施工(１級)

とび・とび工(１級)

２級土木施工管理技士（鋼構造物塗装）

２級土木施工管理技士（薬液注入）

２級建築施工管理技士（躯体）

２級建築施工管理技士（仕上げ）

第２種電気工事士　３年の実務経験

電気主任技術者(第１種から第３種)　５年の実務経験

建築塗装・建築塗装工(２級)　３年の実務経験

金属塗装・金属塗装工(２級)　３年の実務経験

４点

１級土木施工管理技士

１級建築施工管理技士

１級電気工事施工管理技士

１級管工事施工管理技士

１級電気通信工事施工管理技士

技

術

士

建設業法第１５条第２号ハ該当（同号ロと同等以上）

建設業法第１５条第２号ハ該当（同号イと同等以上）

１級造園施工管理技士

１級建築士

１級建設機械施工管理技士

別紙６

建設工事の種類

加点数

一般土木

法
面

建
築
一
式

電
気

給
排
水

鋼
構
造
物

さ
く
井

水
道
施
設

解
体

舗
装

一般塗装
路
面
表
示

機
械
器
具

電
気
通
信

造
園

区分４

１級建設機械施工管理技士補

１級土木施工管理技士補

１級建築施工管理技士補

１級電気工事施工管理技士補

１級管工事施工管理技士補

１級電気通信工事施工管理技士補

１級造園施工管理技士補

２級建築施工管理技士（建築）

２級電気工事施工管理技士

２級管工事施工管理技士

現場代理人(加点該当資格無し)

担当技術者(加点該当資格無し)

造園 (１級)

さく井(１級)

噴霧塗装(１級)

路面標示施工

塗装・木工塗装・木工塗装工(１級)

建築塗装・建築塗装工(１級)

金属塗装・金属塗装工(１級)

噴霧塗装(２級)　３年の実務経験

地すべり防止工事　１年の実務経験

計装　１年の実務経験

解体工事

１点
２級造園施工管理技士補

２級建設機械施工管理技士補

２級電気工事施工管理技士補

２級管工事施工管理技士補

２級電気通信工事施工管理技士補

技

術

士

補

電気通信主任技術者(H18.5.1以降に該当する者に限る)　５年の実務経験

給水装置工事主任技術者　１年の実務経験

型枠施工(２級)　３年の実務経験

とび・とび工(２級)　３年の実務経験

コンクリート圧送施工(２級)　３年の実務経験

２級土木施工管理技士補（鋼構造物塗装）

２級土木施工管理技士補（薬液注入）

２級建築施工管理技士補（躯体）

２級建築施工管理技士補（仕上げ）

２級建築施工管理技士補（建築）

冷凍空気調和機器施工・空気調和設備配管(１級)

給排水衛生設備配管(１級)

配管・配管工(１級)

建築板金「ダクト板金作業」(１級)

鉄工・製罐 (１級)

２級土木施工管理技士補（土木）

塗装・木工塗装・木工塗装工(２級)　３年の実務経験


